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１．は じ め に
本稿は１９１４年１２月に岡山県が刊行した『大正二年 岡山県統計書』を中心として，第一次世界大戦
前の岡山県の諸産業および工業生産の状態とその中で倉敷地域の主として工業生産の特徴とを考察し
ようとするものである。ここで倉敷地域というのは，２０世紀末期の倉敷市域に該当する地域部分を想
定しており，従来の都窪郡の主要な部分と児島郡の西の部分と浅口郡の東の部分とを含んでいる地域
を意味している。研究・執筆作業の遅い筆者なので完成までにはもう少し時間がかかるであろうが，
本稿は次のような企図の下での一つの整理・分析作業である。
１９８９年から２００５年まで『新修倉敷市史』の編纂と執筆を行うために組織された「倉敷市史研究会」
の近代・現代部会に参加する機会を倉敷市によって与えられた筆者は，部会の一員として通史編３巻
と資料編２巻との編纂作業に加わった。そして２００４年３月刊行の『新修倉敷市史 第６巻近代
（下）』と２００５年３月刊行の『新修倉敷市史 第７巻現代』とでは，第一次世界大戦期から２０００年頃
までの倉敷地域の工業・地場産業に関する部分を直接に執筆する機会が与えられた。全体像として完
成させるためにはおそらくもう一つ別に２０世紀初頭の岡山県と倉敷地域の工業生産とに関する研究
ノートが必要になるのではないかと思っているが，それとあわせて本稿でも第一次世界大戦以前の２０
世紀初期の岡山県と倉敷地域の工業生産の状態を考察することによって，全体として『倉敷地域の２０
世紀の工業発展』（仮題）という形で研究をまとめていく作業を考えている。その主要な作業内容
は，時期によっては全国統計である『工場統計表』も用いることがあるかもしれないが，すでに『新
修倉敷市史』で行った『岡山県統計書』と『岡山県統計年報』とを中心にした統計数値などの整理・
分析作業とそれを踏まえた歴史的な考察・叙述作業とを改めて検討・充実させることが，その主要な
作業の内容となるであろう。
本稿の中心的な整理・分析作業の対象となっている『大正二年 岡山県統計書』では，幸いなこと
に『新修倉敷市史 第６巻近代（下）』の「第三章 第一次大戦と近代産業」の主として「第一節
重化学工業の成長」で筆者が行った統計数値の整理・分析作業とほぼ同様な作業を行うことが出来る
様式（品目など細部では異なっているとしても）で記載されていた。残念ながら，それ以前の『岡山
県統計書』ではとくに農業から工業にいたる産業別生産額とその総額が記載されていなかったり，工
業生産の記載様式が異なったりしているために，別稿として予定している「２０世紀初頭の岡山県の工
業生産」（仮題）では，やや異なった整理・分析が必要となるであろう。そこで本稿では，この『大
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正二年 岡山県統計書』を中心としつつも明治４０年代の『岡山県統計書』から工業生産物（以下では
工業製品と記すことが多い）の生産価額に関する数値も補って，第一次世界大戦前の１９１０年前後の岡
山県および倉敷地域に関係する３郡を中心とした産業別（この時期は農産物・畜産物・水産物・林産
物・鉱産物・工産物とに別けてあった）生産物価額とその総額および主要な工業製品（この時期には
水産物として記載されていた食塩も本稿では含めている）の生産価額の動向・特質を，整理・分析し
ようと考えている。
つまり本稿の第一の課題は，第一次世界大戦期以後の岡山県と倉敷地域とにおける各産業（農業・
畜産業・水産業・林業・鉱業・工業の建設業を除いた第一次産業と第二次産業との諸部門）の生産額
と主要製品を中心とする工業の生産額とで工業を中心とする産業生産の状態とを連続的・対比的に考
察することが出来るように，１９０９年から１９１３年までの第一次世界大戦直前の各産業の生産額と主要製
品を中心とする工業の生産額とを整理・分析することである。そして第二の課題は，岡山県と倉敷地
域とが第一次世界大戦期以後になると産業生産総価額において工業生産額が中心となるいわば「工業
県」的状態の性格になっていくのに対して，第一次世界大戦直前のこの期間は農業生産額が中心であ
る第一次産業の生産額がまだ過半数を占めているいわば「農業県」的状態の性格であったことを明確
に整理・分析することである。
２．１９１０年前後の岡山県の産業別生産物価額
『大正二年 岡山県統計書』には，１９０９（明治４２年）から１９１３（大正２年）までの岡山県の農産
物・畜産物・水産物・林産物・鉱産物・工産物の産業別生産価額とその総価額が記載されていたの
で，それらを列記しそれぞれの構成比率も算出して表１として整理した。残念ながら『岡山県統計
書』には１９０８年以前の同種の数値と１９０９年から１９１２年までの郡市別の産業別生産物価額とが記載され
ていなかったので，本稿のような不充分な整理・分析作業とならざるをえなかった。
表１をみてここで述べておくべき第１のことは，第一次世界大戦前のこの時期においては工産物の
価額が農産物の価額を上回っているようであるがそれほど大きな差がなく，むしろ逆に１９１１・１２の両
年では農産物の価額の方が大きいことである。そして，農・畜・水・林の第一次産業の生産物の合計
がすべての年で産業生産物総価額の過半数を占めていて，工産物に鉱産物を加えても最低で４６％は超
えているものの総価額の半数に達していないということが第２に述べておくべきことである。第３に
述べておくべきことは，農産物と工産物との価額は着実に増加しておりその合計が１９１１年以後は僅か
とはいえ９０％を超えているという，両者で圧倒的な割合を占めているということである。
つまりこの表１からは，この時期には工産物の価額が産業生産総価額の中でかなり大きな割合を占
めるようになってきているとはいっても，筆者が『新修倉敷市史 第６巻近代（下）』の「第三章
第一次大戦と近代産業」の関連する部分で記述した，第一次世界大戦期以降の岡山県の産業別生産価
額と総価額でのそれぞれの構成比率の状態とはかなり大きな差異があり，まだ岡山県はいわゆる「工
業県」といえる状態には到達していないといわざるをえないということであった。
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３．１９１３年の主要郡市別の産業別生産物価額
おなじ『大正二年 岡山県統計書』から，当時の岡山県の２０の郡市を産業生産物総価額の大きい順
に並べると表２のように児島郡・都窪郡・岡山市・浅口郡・上道郡・小田郡が上位の６郡市の位置に
あり，この県南の中央部から西部にかけての６郡市の合計で岡山県全体の５５．２％と過半数を占めてい
た。この６郡市の農産物価額の合計が岡山県全体で占めていたのは３７．４％であり，６郡市の工産物価
額の合計が岡山県全体で占めていた比率の７３．９％のほぼ半分であり，産業生産物総価額を中心に両者
がちょうど対照的な数値を示している。この６郡市合計の農業生産物価額の岡山県全体での比率の低
さは，岡山市の農産物価額が岡山県全体の０．３％しかなく郡市最下位の２０位（岡山市の産業生産総価
額の中でも１．４％しかない）になっていることが主として影響しているのであろうが，小田郡の農産
物価額も岡山県全体の５．１％で１１位となっていることも多少影響しているものと思われる。
それに対して工産物価額では，岡山市は市の産業生産総価額の中で９６．９％という県内の他の郡とは
まるで比較にならない極度に高い比率を占めるとともに，岡山県全体で占めている比率も２１．６％と著
しく大きくて断然第１位を占める工業地となっていた。そして，児島郡・浅口郡・都窪郡の３郡の工
産物価額もそれぞれ岡山県全体の１５～１２％を占めており，６郡市の中で最下位の上道郡の工産物価額
も岡山県全体の５．６％を占め第６位であった。それぞれの郡市の中で工産物価額が産業生産物総価額
の過半数を占める状態に達していたのは岡山市・浅口郡・都窪郡・小田郡の４郡市であり，児島郡は
鉱産物と水産物とがそれぞれ１０％余りもあったためか工産物価額の比率が４８．７％と半数に僅かに及ば
なかったものの農産物価額の２７．１％より２０％以上も大きかった。郡市別の産業別生産物価額の比率
で，表１と比較して農産物価額の比率が平均以上で工産物価額の比率が平均以下となっていたのは，
この６郡市の中では上道郡のみであった。また工産物価額の上位６郡市は，それぞれの順位までが岡
表１ １９１０年前後の岡山県産業別生産物価額
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１９０９ ３１，６８２，３１５ １，１５３，７８９ ３，０９７，０９１ ４，０４３，２２１ １，１１３，８００ ３５，１９４，７６４ ７６，２８４，９８０
５２．４
明治４２ ４１．５ １．５ ４．１ ５．３ １．５ ４６．１ １００．０
１９１０ ３４，０８０，７６８ １，３１９，３００ ２，９９２，８３３ ３，９８７，１３１ １，７１０，４０６ ３７，０４５，８４２ ８１，１３６，２８０
５２．２
明治４３ ４２．０ １．６ ３．７ ４．９ ２．１ ４５．７ １００．０
１９１１ ４３，８３２，８６５ １，３３４，１５４ ２，９３８，０１０ ３，５６８，５８５ １，６０８，６００ ４２，５７３，５５５ ９５，８５５，７６９
５３．９
明治４４ ４５．７ １．４ ３．１ ３．７ １．７ ４４．４ １００．０
１９１２ ５０，３５９，１３６ １，３０４，０５０ ３，０８４，７７７ ３，８６９，８００ ２，２７６，２９２ ４９，６５１，０６２ １１０，５４５，１１７
５３．１
大正元 ４５．６ １．２ ２．８ ３．５ ２．１ ４４．９ １００．０
１９１３ ５０，７９９，２８９ １，３６９，１１５ ３，０６３，３０１ ３，５１４，４２８ ３，４３０，７８８ ５２，４０７，３５２ １１４，５８４，２７３
５１．３
大正２ ４４．３ １．２ ２．７ ３．１ ３．０ ４５．７ １００．０
注）生産物価額は円，比率は％。
出所）岡山県『大正二年 岡山県統計書』
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山県の産業生産総価額の順位とぴったりと対応していたわけではないが，その上位６郡市と一致して
いた。しかしながら，農産物価額の上位６郡市の中には表２の注にも記したように御津郡（農産物価
額は４位であったが産業総価額では８位）と吉備郡（農産物価額は５位であったが産業総価額では７
位）とが含まれていた。
つまりこの表２からは，当時の岡山県の産業生産総価額の上位を占めている主要な郡市はほぼ工産
物（県南の中央部から西部にかけて成長が目立っていた）の価額で決定されるようになってきていた
といっても差し支えないであろう。
４．１９１０年前後の岡山県の主要工業製品
つぎに１９１０年前後の岡山県の主要な工業製品を個別具体的に明確にするために，『大正二年 岡山
県統計書』に記載されている１９１３年の生産価額にしたがって１位から２５位までの工業製品を列挙
し，１９１０年前後の他の年の『岡山県統計書』からも可能な限り生産価額を収録して表３を作成した。
＊印を順位の欄につけた紡績綿糸（県内に９工場）と紡績絹糸（同１工場）とは県・郡市の生産価額
の合計数値が記されてなく，各工場ごとの生産量（貫）と生産番手と１梱（４８貫）当りの平均単価
（紡績絹糸は１貫当りの）とが記されていたので，それに基づいて概算額を計算したものである。ま
た食塩は，当時は水産物の所に記されていたのでその数値を収録した。さらに１９０７年と１９０９年とで
は，１９１３年の主要工業製品の生産価額が一部は記載されていなかったので空白にしたが，造船は新造
漁船の慨価が水産物の所に記載されていたのでとりあえずそれを記載しておいた。
表２ １９１３年の主要郡市別産業別生産物価額と構成比
主要郡市名 農産物 畜産物 水産物 林産物 鉱産物 工産物 産業総価額（県 農・工
（県内比率）産業比率 （県内比）産業比 産業比 産業比 産業比 産業比 （県内比）産業比 内比率）産業合計 県内順位
児島郡 ４，１８９，１７５ ６２，８８０ １，５９９，５００ １１３，７６４ １，９４３，３３５ ７，５３３，０６７ １５，４６１，７２１
２・２
（県内比）産業比 （８．２）２７．１ ０．４ １０．３ ０．７ １２．６ （１４．４）４８．７ （１３．５）１００．０
都窪郡 ４，５２７，８８５ ２３，４８８ ４５，７６５ ５２，０１０ ５２８，５６５ ６，５４０，１９９ １１，７１７，９１２
１・４
（県内比）産業比 （８．９）３８．６ ０．２ ０．４ ０．４ ４．５ （１２．５）５５．８ （１０．２）１００．０
岡山市 １６８，３８５ １９８，３８９ ４７２ ７８８ － １１，３０５，７９３ １１，６６７，７９７
２０・１
（県内比）産業比 （０．３）１．４ １．７ ０．０ ０．０ － （２１．６）９６．９ （１０．２）１００．０
浅口郡 ３，４７３，２１４ ８０，３１９ ２６１，９４５ １１５，４１２ １００ ６，６９５，４１６ １０，６２６，４０６
６・３
（県内比）産業比 （６．８）３２．７ ０．８ ２．５ １．１ ０．０ （１２．８）６３．０ （９．３）１００．０
上道郡 ４，００２，２３５ ６８，２８３ ３１，８２６ ２６，６６１ １５９ ２，９３５，４０８ ７，０６４，５７２
３・６
（県内比）産業比 （７．９）５６．６ １．０ ０．５ ０．４ ０．０ （５．６）４１．６ （６．２）１００．０
小田郡 ２，６１５，９２０ ６８，９５７ ２３９，３２５ １４５，１１０ １，２７１ ３，６９４，６０９ ６，７６５，１９２
１１・５
（県内比）産業比 （５．１）３８．７ １．０ ３．５ ２．１ ０．０ （７．０）５４．６ （５．９）１００．０
注）１．主要郡市名は産業生産物総価額が６位までのもの。価額は円，構成比は％。
２．農産物価額で第４位は御津郡で第５位は吉備郡であった。岡山県は当時は２０の郡市で構成されていた。
出所）岡山県『大正二年 岡山県統計書』
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表３ １９１０年前後の岡山県の主要工業製品の生産価額
工業製品名 １９１３年産額 同順位 １９１１年産額 １９０９年産額 １９０７年産額
紡績綿糸 １６，０６２，０００ ※１ １１，１９９，０００ １１，２４４，０００ １３，０１２，０００
綿織物 ８，１４１，５６８ ２ ６，０６０，２９９ ４，０３９，１６６ ３，５９４，５６５
（織物類 ９，６０５，０２５ ６，９８４，１４１ ４，６３６，９６５ ３，６８７，７０７）
清酒 ６，０４９，４３８ ３ ４，２９４，０１７ ４，３９６，０９６ ４，２９４，５８５
（酒類 ６，２９１，１８７ ４，４９７，２７７ － － ）
花莚 ２，７８６，７４９ ４ ２，４７６，７６２ ３，１５２，４３４ ３，４１７，０５５
醤油 １，７１０，２２４ ５ １，６７４，２１９ １，５０９，５７２ ９７２，５５９
生糸 １，４３８，４６８ ６ １，２７３，０７７ １，１７８，７５０ １，３７３，９３５
（蚕糸類及真綿 １，４９１，０１９ １，３４３，５１０ １，２０９，９２５ １，４１２，９７３）
足袋 １，３７５，０４８ ７ １，８１５，３２８ ９５５，５６７ １，０１４，７４５
麦稈真田 １，２９１，２９１ ８ １，７４７，６７０ １，４４２，０５０ １，４１５，８３９
（麦稈経木真田 １，４９４，７８０ ２，４５２，５１７ ２，１１２，９５９ １，５２３，３９９）
人造肥料 １，２６８，４４３ ９ ８５４，９７７ １，０３０，２７５ １，０９２，６５４
食塩 １，１８１，２６８ ※１０ ９８７，７２４ ９３８，６１３ ７９７，５４１
畳表・茣座 ８６２，０２５ １１ ９９３，４５３ ８２２，７７３ ８９０，８３４
菓子類 ７５１，５９３ １２ ８６５，１３１ － －
取卸薄荷 ７２５，０４２ １３ ３８４，０８４ １２１，４２２ ２６５，１１６
紡績絹糸 ７００，０００ ※１４ ３０６，０００ ９９０，０００ ９７０，０００
西洋紙 ６４３，６０８ １５ ５４７，５３９ ５３１，６１１ １１４，２７０
機械製麦粉 ５６１，４１６ １６ ４３５，７９０ ４５５，１３６ ３２９，９０４
煉瓦 ５１８，３８０ １７ ５０６，３３６ ２１５，５２２ ３４７，０６２
和紙 ４６２，１１１ １８ ４７４，３２８ ４８４，２１３ ４９２，２７１
木製品・下駄 ４２４，５１６ １９ ３３４，９２０ － －
素麺 ３９６，０５０ ２０ ６５５，５８３ ５５７，９８１ ４３４，４５０
瓦 ２９２，２１１ ２１ ３０４，４６６ ２４８，９２９ ２１２，３２４
鑵詰 ２７１，３５２ ２２ １４６，４３７ ５１，６７１ ９４，６６１
乾饂飩 ２３９，６２２ ２３ １６６，４０７ １６９，５０４ ６５，３０７
造船 １３５，２２１ ２４ １０９，４８５ ７３，８５２ ８２，８２７
帽子 １３４，２５４ ２５ ９３，９４６ － －
注）１．※印の紡績綿糸と紡績絹糸とは工場毎に計算した概算額の合計であり，９工場の複数番手がある綿糸は大きめで
あろう。食塩は水産物から。
２．１９１３年の生産価額（円）の順位で記した。茣座と下駄とは類似品に合算したが，いずれも１０万円台であった。刻
煙草（官営）の４２８，８９２円と撚糸の２３０，９２９円はこの表に載せなかった。造船の前半は新造漁船概価。
出所）岡山県『大正二年 岡山県統計書』を中心に該当年次の統計書など。
３１３第一次世界大戦前の岡山県の工業
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前述の理由から生産価額の数値がやや過大となっていると思われる（『岡山県統計書』に記載され
ている業種別の絹綿糸紡績工場の生産価額の数値と比較すると，９工場あってしかも各工場の生産番
手の平均単価から計算せざるを得ない紡績綿糸の方がおそらくやや大きい数値の概算となっているで
あろう）ことを差し引いて考えても，この時期の岡山県の主要工業製品の生産価額の第１位は紡績綿
糸であるとしても決して誤りではないであろう。１９１１年と１９１３年とはやや減少していると概算される
ものの，１９０７年からの他の工業製品との生産価額の差は著しく大きいし，とくに１９１３年の生産価額の
増加には注目できる。綿糸紡績につぐ第２位は岡山県では織物類の中で圧倒的な部分を占めている綿
織物であり，とくに１９１１年と１９１３年との急増によって清酒を追い越したのである。それに対して清酒
は，１９１３年はかなり増加しているものの１９０７年から１９０９年と１９１１年にかけて停滞していたために，１９１１
年から第３位に後退している。この紡績綿糸・綿織物・清酒の岡山県の工業製品の最上位３品目の
１９１３年の生産価額は，それ以前の１９０７・１９０９・１９１１の各年の生産価額と比較すると，一直線ではない
ものの明らかに増加しているといっても良いであろう。
最上位３品目につぐ１１位までの工業製品で１９０７年から１９１３年まで比較的順調に生産価額を増加させ
ていて順位も上昇傾向にあったのは，１９１３年に第５位（１９０７年は第９位）を占めている醤油と第１０位
を占めている食塩（１９０７年はおそらく第１２位？）とであった。１９０７年と比較すると１９１３年は生産価額
が大きくなっており順位も上昇しているが，１９０９年と１９１１年とを含めて考えると生産価額の変動に
（そして順位の方でも）注意する必要があるのは，１９１３年に第６位（１９０７年も第６位）にある生糸と
第７位（１９０７年は第８位）にある足袋と第９位（１９０７年は第７位）にある人造肥料であった。そして
順位は１９０７年と同じであったものの生産価額が停滞・減少傾向にあったのが，１９１３年の第４位の花莚
と第１１位の畳表・茣蓙との藺草を主原料とする農産加工品であり，生産価額だけでなく順位も１９０７年
の第５位から１９１３年の第８位に後退させているのは裸麦の麦わらを主原料とする麦稈真田であり，こ
れらはいずれも県南部を中心に生産されている農産加工品であった。
１９１３年に生産価額が１２位以下であった一部の工業製品はとくに１９０７年と１９０９年との数値の記載がな
いものもあり厳密なことはいえないが，１９１３年の主要工業製品の最上位３品目の中の綿織物と同様に
１９０７年から１９１３年にかけて（奇数年のみであるが）途中の減少もなく比較的順調に生産価額を増加さ
せていたのは，１９１３年に第５位の醤油と第１０位の食塩と第１５位の西洋紙とであり，表４の２５品目の中
で意外と少ない４品目のみであった。もっとも１９０７年から１９１３年までの６ヵ年という短い期間であ
り，しかも日露戦争の後で第１次世界大戦の前という日露戦後経営という必ずしも好況が続いた期間
ではないものの比較的平穏な時期であったためか，岡山県の主要な工業製品の中では多少の順位の変
動は見られるものの極端な生産価額の減少や順位の後退は見られなかったといえよう。
５．１９１３年の主要工業郡市の工業製品
ここでは表２と表３とを中心としたこれまでの考察と『大正二年 岡山県統計書』に記載されてい
る工業製品の郡市別の生産価額とに基づいて，１９１３年の岡山県全体と岡山市・児島郡・浅口郡・都窪
郡・小田郡・上道郡の主要工業６郡市との生産価額第７位までの食塩も含めた主要工業製品などをま
３１４ 下 野 克 已
－２８－
とめて表４を作成して，それを中心として考察する。表３と同様に紡績綿糸と紡績絹糸（屑生糸・屑
繭など屑物の絹繊維を短繊維にして紡績したものである）とは工場毎に計算した概算額によるもので
あり，官営工場による刻煙草は岡山市と真庭郡で生産されていて御津郡にあった事業所は従業者数か
ら葉たばこ取扱（収納）所で生産工場ではないであろうと推測した。
岡山県全体で間違いなく第１位を占めていると概算額の生産価額であることを考慮しても判断でき
る紡績綿糸は，上道郡では綿織物に僅かに及ばず表４では第２位と判断しているものの，その他の五
つの郡市では第１位を占めていると判断できるし，とくに岡山市・都窪郡・浅口郡での生産価額が多
かったようである。そして岡山県全体で第２位の生産価額を占めている綿織物は，浅口郡では主要工
業製品７品目にとうてい含まれないほどごく僅かであったものの，その他の五つの郡市では１～３位
表４ １９１３年の主要郡市別主要工業製品生産価額の順位と県内比率
主要郡市名 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位 第７位
工業生産価額
県内比率
岡山県 ※紡績綿糸 綿織物 清酒 花莚 醤油 生糸 足袋 ８位麦稈真田
生産価額 １６，０６２，０００ ８，１４１，５６８ ６，０４９，４３８ ２，７８６，７４９ １，７１０，２２４ １，４３８，４６８ １，３７５，０４８ ９位人造肥料
１０位食塩
岡山市 ※紡績綿糸 綿織物 ※紡績絹糸 菓子類 ※刻煙草 清酒 醤油
生産価額 ４，９４８，０００ ２，９４８，２４７ ６９９，７６３ ５０１，１０７ ２９５，１２２ ２９４，０３０ １２０，８１９ ①２１．６％
（県内比率） （３０．８） （３６．２） （１００．０） （６６．７） （６８．８） （４．９） （７．１）
児島郡 ※紡績綿糸 織物雑類 綿織物 人造肥料 ※食塩 清酒 足袋
生産価額 １，３６０，０００ １，２８７，７８６ １，２６３，３９２ １，０８４，２４７ ９５８，７５９ ６７７，０３５ ５５７，０４０ ②１４．４％
（県内比率） （８．５） （９９．９） （１５．５） （８５．５） （８１．２） （１１．２） （４０．５）
浅口郡 ※紡績綿糸 麦稈真田 清酒 機械製麦粉 素麺 足袋 花莚
生産価額 ３，５１２，０００ ８５９，５７３ ６１９，８２８ ３１２，４９２ ２８１，０１０ ２６３，５６６ ２４４，９６９ ③１２．８％
（県内比率） （２１．９） （６６．６） （１０．２） （５５．７） （７１．０） （１９．２） （８．８）
都窪郡 ※紡績綿糸 花莚 綿織物 畳表・茣座 足袋 撚糸 清酒
生産価額 ３，５７７，０００ １，００５，７４７ ５００，７６２ ４５２，０３８ ２０６，６１５ ２０６，５２２ １３３，８５９ ④１２．５％
（県内比率） （２２．３） （３６．１） （６．２） （５２．４） （１５．０） （８９．４） （２．２）
小田郡 ※紡績綿糸 綿織物 取卸薄荷 麦稈真田 清酒 鑵詰 生糸
生産価額 １，６０４，０００ ３０８，９５５ ２７７，５００ ２５７，５３８ １８６，７８９ １３４，０００ １３１，０９８ ⑤７．０％
（県内比率） （１０．０） （３．８） （３８．３） （１９．９） （３．１） （４９．４） （９．１）
上道郡 綿織物 ※紡績綿糸 醤油 西洋紙 清酒 花莚 生糸
生産価額 １，１７１，９２９ １，０６０，０００ １５４，６３２ １４１，９００ １３３，６６８ ４８，８４１ ４７，７５６ ⑥５．６％
（県内比率） （１４．４） （６．０） （９．０） （２２．０） （２．２） （１．８） （３．３）
注）１．１９１３年の工業生産価額の上位６位までの郡市の主要工業製品の生産価額とその県内比率とを示した。※印の紡績
綿糸と紡績絹糸は工場毎に計算した概算額によるものであり，刻煙草は県南部の官営工場分を岡山市分とした。
食塩は水産物から追加した。
２．生産価額の単位は円であるが紡績綿糸は複数番手があるので千円にまるめた。比率は％。
出所）岡山県『大正二年 岡山県統計書』
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を占めていてとくに岡山市での生産価額が多かった。また綿繊維系の製品と思われる織物雑類は，ほ
とんど１００％に近い生産価額が児島郡に記録されていて児島郡では綿織物よりも僅かに多かったので
ある。このように多少の差異はあるものの，岡山県の主要工業６郡市の工業製品の最上位の部分は綿
繊維系の紡績綿糸・綿織物・織物雑類が占めていて，それらの生産価額合計は６郡市のすべてで工産
物価額の過半数を占めていただけでなく岡山市と上道郡では７割前後という驚くべき大きな比率を占
めていたのである（表２も併せて考察した）。
岡山県全体の生産価額で第３位の清酒は，紡績綿糸のように大きな生産価額ではなかったものの同
様に主要工業６郡市のすべてで第７位までの主要工業製品として登場しているとともに，児島郡と浅
口郡との生産価額はその他の郡市の２倍以上あり県内比率も両方とも１０％を超えていた。それに対し
て同じ醸造業製品でも岡山県全体の生産価額第５位の醤油は，表４の６郡市では岡山市と上道郡だけ
しか載っていないが，これは生産価額が県内で最大の生産地で２５％を占めていた児島郡をはじめ浅口
郡や都窪郡で第７位までの主要工業製品に含まれなかったためであった。
岡山県全体の生産価額で第４位の花莚は，都窪郡が県内最大の産地であり表４には浅口郡と上道郡
とでも各郡市の第７位までの主要工業製品として載っているが，県内では吉備郡と御津郡とが都窪郡
についで多かったのである。同じ藺草製品の畳表・茣蓙は岡山県全体での生産価額が花莚の三分の一
程度で１９１３年では第１１位であり，表４では県内最大の産地である都窪郡だけに登場しているもののや
はり吉備郡や浅口郡でも比較的多かったのである。
岡山県全体の生産価額で第６位の生糸は，表４では小田郡と上道郡との第７位に登場しているだけ
であるが，岡山県内での主要な産地は県北の東部から中部の美作地方の苫田郡・英田郡・真庭郡と県
西部の後月郡などであり，それらの郡では小田郡よりもはるかに多い生産価額を示していた。それに
対して生産価額で第７位の足袋は，対照的であるといっていいほど児島郡を中心に浅口郡・都窪郡な
どの生産価額が多く県内比率で８％強の岡山市も含めると圧倒的に県南中央部が多くなっていて，県
北部では苫田郡が岡山市程度あったにすぎなかった。
生産価額で一つの郡市が岡山県全体の過半数を占めているいわば各郡市の特化的な工業製品と言っ
ても良いような１９１３年の製品は，岡山市では紡績絹糸・菓子類・刻煙草で，児島郡では織物雑類・人
造肥料・食塩で，浅口郡では麦稈真田・機械製麦粉・素麺で，都窪郡では畳表茣蓙・撚糸で，いずれ
も岡山県全体の生産価額では第７位までには含まれていなかったもののほとんどがそれにつぐような
位置を占めている主要な１１品目であった。
表１から表４までを中心として１９１３年の岡山県の工業生産の特徴をおおまかにまとめてみると，第
１は主要工業６郡市のうち県南西部の小田郡を除いた県南中央部の５郡市（岡山市・児島郡・浅口
郡・都窪郡・上道郡）だけで県内工業生産価額の約三分の二という圧倒的な比率（６６．８％）を占めて
いて，県内の半分を僅かに下回っている産業総価額の比率（４９．３％）よりもかなり大きな割合を占め
ていることはもちろんのこと，県内の三分の一を割り込んでいる農業生産価額の比率（３２．２％）とは
まさに対照的ともいえる割合を占めていることである。第２にそれは紡績綿糸（上記の５郡市が県内
生産価額で占めている比率が９０．０％）と綿織物（同様に７２．７％）という当時の岡山県を代表する工業
製品によることはもちろんであるが，生糸以外の足袋（同様に８３．７％）や撚糸（都窪郡が８９．４％）や
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織物雑類・紡績絹糸（両方とも５郡市で１００％）といった繊維製品による部分が決定的な役割を果た
していることである。
第３に繊維製品以外では，菓子類・刻煙草・人造肥料・食塩・麦稈真田・素麺などの５郡市の特化
的な工業製品も県内の生産価額の三分の二以上を占めていてそれに寄与していることも看過してはな
らない。第４は以上の主要工業製品の中で倉敷地域が生産価額で県内の過半数を占めているのではな
いかと推測できそうな工業製品は紡績綿糸・織物雑類・食塩・足袋・花莚・畳表茣蓙の６品目くらい
であり，人造肥料・麦稈真田・素麺・撚糸などのようにこの時期の児島郡・浅口郡・都窪郡の比率が
高くなっていても倉敷地域に属する地域内に含まれている部分が多いとは必ずしも確信を持って言え
ない品目もあった。
６．むすびにかえて
この時期の日本の工場制工業でみた岡山県の工業構成の状態については，すでに岡山県史編纂委員
会による『岡山県史第十巻 近代Ⅰ』（１９８６年刊行）で「第五章 明治後期の産業と経済」の「第二
節 在来産業の推移」の「一 在来産業の展開」（神立春樹担当）の中の「明治後期の工業構成」の
項目で『明治四十二年 工場統計表』に基づいて全国の工業構成と比較した特徴を整理されているの
で，そこから本稿と直接関連が深い工場生産額構成の部分だけを引用しておこう。
岡山県（の生産額でみた部門別構成）はそれぞれ，染織六九・二％，機械器具○・五％，化学一
一・三％，飲食物九・○％，雑七・一％，特別二・九％，となっていて，染織の抜群の大きさ，
機械器具の著しい小ささをその特徴とみることができる。圧倒的なウェイトを占めるこの紡織
（染織であろうー筆者）のなかでは製糸（四・一％），織物（一一・八％）が小さく，紡績のみ
で五一・九％という圧倒的な大きさである。（中略ー筆者）。すなわち，この年（１９０９年ー筆者）
の岡山県の工業は一方には大規模紡績工場の屹立，他方にはそれと対照的（多数の零細ー筆者）
な藺莚（一・五％），麦稈及経木真田（○・六％）などの雑工業の（生産額の構成比では全国平
均をやや下回るもののー筆者）広汎な存在があり，このほかに織物，製糸，それに化学のなかの
窯業が展開しているのである。ただし織物は工場としてとらえられるものへの転換が始まったこ
ろであり，工場構成上の後年のごときウェイトとなるのはこの時期以降である。
復刻版が１９６２年に慶応書房から発行されたこの第１回の『明治四十二年 工場統計表』には「本表
ハ平均一日職工五人以上ヲ使用スル工場ノ製産額ヲ調査ス」と記されているように，岡山県の紡績綿
糸（『工場統計表』での生産額は１０，１３７，０７１円で『岡山県統計書』からは１１，２４４，０００円と概算）や紡
績絹糸（前者では９１５，０４７円で後者から９９０，０００円と概算）のように全生産額がそうした工場による場
合はこの全国版の『工場統計表』の岡山県の項と一致することになるはずであったが，（『岡山県統計
書』には生産額が記載されていなかったので工場毎の生産量と生産番手当りの平均単価などから概算
額を計算したために）筆者が結果的には実際よりもやや大きめの金額を算出してしまうこととなった
ものの，花莚（前者では３１１，７７７円で後者では３，１５２，４３４円と大差があり）や畳表・茣蓙（前者では両
方とも０円で後者では８２２，７７３円でやはり差が大きい）の藺莚業（前者では３１１，７７７円で後者では
３１７第一次世界大戦前の岡山県の工業
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３，９７５，２０７円という大差が出た）や麦稈経木真田業（前者では６３，０１０円で後者では２，１１２，９５９円という
大差が出た）はいうまでもなく生糸製糸業（前者では８８２，０５５円で後者では１，１７８，７５０円と差がある）
や綿織物（前者では２，４０５，６８７円で後者では４，０３９，１６６円とやはりかなりの差がある）を主力とする織
物業（前者では２，５１５，５６６円で後者では４，６３６，９６５円と当然ながらかなりの差がある）などもこの「工
場」に含まれない零細規模の生産場が著しく多かったために，１９０９年の『工場統計表』の岡山県の工
場生産額が２１，３０４，８９２円であるのに対して『岡山県統計書』の工産物価額は３５，１９４，７６４円とその１．６５
倍もあったのである。
このことから考えると，第２回の『工場統計表』は大正三（１９１４）年に実施されているので両年の
全国版の統計表を考察することによって第一次世界大戦前の岡山県の工業生産の状態をある程度特徴
付けることは可能であろうが，郡市別にも集計されていて多数の零細な生産場を含めている『岡山県
統計書』の方が，まだそうした零細な生産場が多くの業種で主力を占めている部分の検討はいうまで
もなく，全体としても生産額でも相当大きな割合を占めていた第一次大戦前の岡山県の工業生産の状
態をより正確で具体的な状態に近い数値から検討することが可能であるように思われた。
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